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	vol.10
	後援会(無料)の ご登録はこちら

	ToGikai
	会員数 500人突破！
	超偏見
	候補者紹介
	国民民主党代表選挙

	玉木雄一郎
	玉木雄一郎議員は「天才」であり「秀才」。玉木さんには両方がある。政治家に頭のいい人はたくさんいる。でも玉木さんのすごさは、単に知識が豊富とか、政策に詳しいとか、国会質疑がうまいとか、そういう一つひとつの能力の話ではない。「複雑なことを理解する力」と「それを人に伝える力」を同時に持っている。 経済、社会保障、外交、安全保障、エネルギー、農業…各分野の専門家の話を理解し、膨大な情報を整理し、「では政治として何をするのか」まで瞬発力を持って答えをつくれる。まさに国民民主党の体現者といえよう。
	「今どれだけすごいか」だけでこの人を見るにはもったいない。「10年後、どこ
	まで行くのだろう」と
	思わせる超たまごっち
	な政治家です。

	橋本みきひこ
	橋本幹彦議員の魅力は「若い政治家」という言葉だけではくくれない、圧倒的な国家への敬意とビジョン、現場感覚と行動力です。
	地域では駅に立ち、現場に足を運び、そこで得た実感を国家ビジョンに則って政策に変えていく姿勢には、政治家として非常に大きな可能性を感じます。特に難しいテーマについても、イメージや感情論だけで語るのではなく、現場の声を踏まえた知見を持って議論できることです。何より、まだ30代という若さでありながら、「自分が偉くなるための政治」ではなく、「社会をどう変えるか」という視点で政治に向き合っていることが素晴らしい。
	　　　地方議員ともまめに連
	　　　携をとってくれる、
	　　　まさに頼れるお兄さん
	　　　であり次世代を担う政
	　　　治家です。
	詳しくは
	国民民主党代表選挙

	　8月は都議会の本会議や委員会が開かれない一方、9月から始まる第三回定例会や、来年度予算に向けた準備を進める重要な時期となりました。8月4日には東京都が令和9年度予算の見積方針を公表し、成果を重視した事業の見直しや、施策の実効性を高めることなどが示されました。過去最大規模となった今年度予算を執行する中で、次の予算をどのように組み立てていくのか、その過程もしっかり注視していきたいと考えています。
	私自身も、第三回定例会に向けた政策の検討や、これまで成立した予算・事業について改めて学び直すなど、表には出にくい準備を進めています。
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